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ふりがな     マシュー Z. ノーラット 

氏 名    Matthew. Z. Noellert 

 

1. 学歴 
2006 年  4 月  ミシガン大学文理学部卒業 

2008 年  4 月  ミシガン大学中国研究センター修士課程修了 

2014 年 11 月  香港科技大学人文社科学院博士課程修了，Doctor of Philosophy 取得 

 

2. 職歴・研究歴 
2014 年 10 月 -  2019 年 10 月 山西大学中国社会史研究センターポスドク 

2014 年 11 月 -  2015 年 11 月 香港科技大学人文社科学院ポスドク 

2016 年  7 月 -  2020 年  6 月 アイオワ大学歴史学部講師 

2020 年  9 月 -          一橋大学経済学研究科准教授 

 

3. 学内教育活動 
A. 担当講義名 

（a） 学部学生向け 
経済史 B，経済史入門，経済史特殊問題 

 

（b） 大学院 
東洋経済史，比較経済史 II 

 

C. 講義およびゼミナールの指導方針 
一貫した指導方針は，過去を理解する上で，データに忠実でかつ比較の視座に立ったアプローチの重要性を強調

することにある。一次史料を身近において，歴史のなかの人びとや空間について一体何を理解でき，何を理解でき

ないかを学生に批判的に考えさせる。過去について考える際には現在の視点を用いるわけにはいかないため，歴

史とは本質的に比較的な性質を有する。学生たちにはこのような比較の意味を明らかに理解してもらった上で，時

空をまたぐ比較の視点を使って社会経済上の問題についての理解を深めてもらう。 

 

一橋大学での科目 

「経済史入門」では，今のような世界の仕組みが必然的ではなく，昔から色々な持続可能な人間社会が活躍した

こともあり，今後は新たな社会制度も生じるとの考え方を学んでもらう。昔の，東洋の様々な社会制度との比較に

通じて，受講者が最も広い視野で将来に向き合えることは講義の目的である。 

 

「経済史 B」では，近年まで中国の全人口の約 5 分の 4 を擁する農村社会の視点から近現代中国の社会経済的

発展を紹介する。講義の主題は，近代的発展がいかに農村社会を変化させたのかという点だけではなく，農村社

会がそうした発展をどのようにもたらしたのかという点にもある。 

 

「経済史特殊問題」では，一次史料からミクロデータの収集と，歴史的データベースの構成と分析の方法を身に付

けることが講義の目的である。歴史学やミクロデータ，データベース分析の初心者に向けて，そのような手段やツー
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ルが自分の関心を持っている研究テーマについてどのような新たな視点を与えるかを学んでもらう。 

 

「東洋経済史」では，近現代世界を規定してきたヨーロッパ中心論を乗り越え，21 世紀のためにより包括的な新し

い社会経済論を打ち出すことを目指す。輪読とディスカッションでは，近現代中国の地域レベルでの実証研究を

用いて，修正主義的グローバル・ヒストリーの統合に焦点をあてる。 

 

「比較経済史 II」では，チームティーチングに通じて学部生・院生は学術研究の実践的な経験を積み，歴史研究

者としての二つの基本的な作業，すなわち先行研究の評価と一次史料の発見と分析について学んでもらう。一つ

のテーマに焦点を当てることで，履修者は既存の知識と新たな史実を統合することを目指す。 

 

「学部ゼミナール」では，3 年次にアジア経済史上の問題を自身で提起し，その解答を探してもらう。具体的に敷衍

すると，リサーチクエスチョンと，それの答えを見いだすための計画，そして自ら打ち立てたリサーチクエスチョンが

なぜ重要なのかを説明するためのプロポーザルを作成してもらう。4 年次には，このプロポーザルに基づいて，卒論

を作成してもらう。2 年間を通じて重視することは，履修者が自主的な問題も，そしてその解決法も両方を現存す

る歴史的なデータと史料に基づいて見つけ出すことにある。すなわち，歴史学的な研究方法を身に付けることであ

る。 

 

「大学院ゼミナール」（演習）では，実証的な研究論文を作成するために，履修者が自主的な研究計画を開発しつ

つ，一次資料の発見，整理，分析の手法を習得し，研究結果の描写を彫琢してもらう。口頭報告や自由に交わす

議論を通じて，共同的，比較的な研究方法の指導を行う。 

 

4. 主な研究テーマ 
（1） 20 世紀中葉の家庭農業から産業組織へのグローバルな大転換。 

基本的な問題関心は，新石器革命以来の人類史上最も重大な変化の一つである上記の転換がいかにして社会

的行動様式や社会的組織規定したのか，また逆に既存の農耕社会組織がこの転換をどのように形成したのか，こ

の 2 つの点を比較の視座から研究している。 

 

（2） 20 世紀中国における農村革命の実証的研究。 

2020 年に上梓した Power over Property: The Political Economy of Communist Land Reform in China (『権力に屈

した所有権―中国共産党の土地改革に関する政治経済学―』)（ミシガン大学出版社）では，中国東北地方の

500 以上の村落共同体における土地改革の諸類型とその実践過程を検証した。数万件に及ぶ土地没収と，分配，

暴力事件を記録したデータベース（CRRD-LR）に基づいて分析を行った結果に，20 世紀前半中国農村社会にお

ける最も深刻な問題は経済的不平等ではなく政治的ヒエラルキー構造の崩壊にあったことを明らかにした。 

 

（3） 20 世紀中国農村部における結婚行動，血縁関係，職業的流動性，社会階層，富の分配等の展開過程。 

2014 年より山西大学中国社会史研究センターのポスドクとして，1960 年代社会主義教育運動を通じて作られた

「階級成分登記表」に関するデータベース（CRRD-SQ）の作成に参加した。「登記表」には 20 世紀前半を通じた農

村社会の転換を描出する個人レベル及び世帯レベルでの社会人口史，経済史，政治史についての詳細な記録

が収録されている。 

 

https://www.press.umich.edu/11601496/power_over_property
https://shss.hkust.edu.hk/lee-campbell-group/projects/crrd-lr-project/
http://rccsh.sxu.edu.cn/
https://shss.hkust.edu.hk/lee-campbell-group/projects/crrd-sq-project/


 349 

（4） 数量社会経済史方法論。 

Lee-Campbell 共同研究プロジェクト（Lee-Campbell Research Group）では，個人レベルでの歴史人口データ及び

経済データを大量に用いて，社会のダイナミズムを下から再構築してきた。この大量のデータを用いる下からの帰

納法的なアプローチによって，歴史の演繹法的な上からの解釈に基づく既存の社会理論を超克することが可能と

なろう。 

 

5. 研究活動 
A. 業績 

（a） 著書・編著 
Power over Property: The Political Economy of Communist Land Reform in China, University of Michigan Press, 

2020. 

 

（b） 論文（査読つき論文には*） 
*「大背景下的农村社会——1935-1966 年道备村社会经济构成初探」『山西大学学报（哲学社会科学版）』 41 巻 1 号，

2018 年，43-49 頁。 

* "Rural Migrants and Settlement Rights in Early Twentieth-Century Shanxi: A Study of ‘Class Background 

Registers’ ," Rural China, Vol.15, No.2, 2018, pp.249-276. 

* "Education, class and assortative marriage in rural Shanxi, China in the mid-twentieth century," （Xing Long, 

Cameron Campbell, Li Xiangning, James Lee との共著），Research in Social Stratification and Mobility, 

Vol.66, 2020, pp.1-15. 

 

（c） 翻訳 
Li, Bozhong, An Early Modern Economy in China: The Yangzi Delta in the 1820s, （Wee Kek Kon, Li Bozhong と

の共訳），Cambridge University Press, 2021.  

 

（d） その他 
Noellert, Matthew. Review of Fuller, Pierre, Famine Relief in Warlord China. Agricultural History 94(3) (Summer 

2020): 498-500. (Review) 

Noellert, Matthew, et al. 2020. Digital Oxford Township: A History Project in Johnson County, Iowa. Undergraduate 

class research project in collaboration with the University of Iowa Digital Scholarship and Publishing Studio 

and the State Historical Society of Iowa. https://dsps.lib.uiowa.edu/digital-oxford-twp/ (Website) 

Noellert, Matthew.《中国四清阶 级 成分数据库 —中国社会史研究中心分库 用户 手册》(China Siqing Social Class 

Dataset – RCCSH User Guide). Postdoctoral Research Report. Shanxi University, Research Center for Chinese 

Social History, 2018. 

 

B. 最近の研究活動 
（a） 国内外学会発表（基調報告・招待講演には*） 

「中国农村集体化时期的“资本主义”——基于六十年代华北家庭收入分析」“从山西出发的历史学”学术讨论会，中国山西

省太原市，2018 年 9 月。 

http://www.shss.ust.hk/lee-campbell-group/
https://dsps.lib.uiowa.edu/digital-oxford-twp/
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"Beyond the Household, the Village, and the Countryside: Social Relations and Boundaries in Revolutionary China, 

1946-1966," Annual Meeting of the Social Science History Association, フィーニックス，2018 年 11 月。 

"Structural Change and Occupational Mobility in Mid-20th North China: Evidence from Shanxi Province," Annual 

Meeting of the American Sociological Association, ニューヨーク，2019 年 8 月。 

"Collectivization, Urbanization, and Occupational Mobility in Inland North China in the Mid-20th Century," Annual 

Meeting of the Social Science History Association, シカゴ，2019 年 11 月。 

"Kin Network and Migration Patterns in Revolutionary China, 1946-1966," International Seminar on Migration in 

the Past: Patterns, Causes, Consequences, and Implications. Organized by the IUSSP Scientific Panel on 

Historical Demography in collaboration with the Center for Social Research, Guanghua School of Management, 

Peking University. Online. October 28, 2022. 

 

    （b） 国内研究プロジェクト 
The Composition and Distribution of Household Incomes in Twentieth Century Rural China (PI). Japan Society for 

the Promotion of Science (JSPS) KAKENHI Grant Number 21K13332. ¥3,100,000 JPY in direct costs. 2021-

2024. 

 

（c） 国際研究プロジェクト 
Fanshen Revisited: New Perspectives on Land Reform and Rural Collectivization in North China, 1945-1965. 

Funded by Hong Kong Research Grants Council, General Research Fund 16602315, Sept. 2015 – Sept. 2018. 

Between the Old and the New: Marriage in Rural China During the Middle of the 20th Century. Funded by Hong 

Kong Research Grants Council, General Research Fund 16600017, Jan. 2017 – Dec. 2020. 

 

C. 受賞 
Hong Kong PhD Fellowship Scheme, 2010 年 9 月。 
博士后（中国博士后科学基金会），2014 年 10 月。 

Luce/ACLS Program in China Studies Postdoctoral Fellowship, 2017 年 8 月。 
 

6. 学内行政 
（b） 学内委員会 

GLP 運営委員会 

人事委員会 

臨時入試幹事 

 

7. 学外活動 
（b） 所属学会および学術活動 

社科歴史協会（Social Science History Association） 

社会経済史学会 

近現代東北アジア地域史研究会 

日本植民地研究会 

日本農業経済学会 
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戦後「満洲」史研究会 

 

（c） 公開講座・開放講座 
Power over Property: The Political Economy of Communist Land Reform in China. China Colloquium Series. 

Council on East Asian Studies at Yale University. March 30, 2021. 

Power over Property: The Political Economy of Communist Land Reform in China. Economic Development 

Workshop/CEI Seminar. Hitotsubashi University Institute of Economic Research. November 12, 2021. 

 

（d） 高校生向けの出張講義、模擬講義 
長崎聖和女子学院高等学校 
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